
気候変動に備え、脱炭素を目指すスタートの年とする。

気候変動対策として「適応策」と「緩和策」58事業を実施する。９ カーボン・マイナスへの挑戦

23

気候変動対策として「適応策」と「緩和策」

58事業実施

施 策背 景

都内初！

「江戸川区カーボン・マイナス都市宣言」

～温室効果ガス排出量を実質マイナスへ～

・太陽光発電設備やEVなどの補助金の新設
・中小企業向け脱炭素取り組みセミナー
・区民向けの気候変動ワークショップ

区は陸域の約７割がゼロメートル地帯
温暖化による気候変動の影響を真っ先に受ける

区民や事業者とともに、脱炭素社会の実現を目指す
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「みんなで『いまの生命』と『みらいの地球』を守る計画 (江戸川区気候変動適応計画) 」

区内から排出される温室効果ガス
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2050年度

217.7万トン

主な施策

都内初！

本日（３日）

■23区中20区で「ゼロカーボンシティ宣言」済み

（2022年12月28日現在）


